
小児気管支喘息で入院する                 様へ            福井赤十字病院 小児科 

 入院 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 

月日 月   日(  曜日) 月   日(  曜日) 月  日(  曜日) 月  日(  曜日) 月  日(  曜日) 月  日(  曜日) 

目標 熱や喘息発作がなくなったら退院になります 

検査 

・採血があります 

 

・胸部レントゲンをとります 

    ・医師の許可があれば退院できます 

 

 

 

 

 

 

 

治療 

処置 

・点滴は病気が良くなるまでずっと続けます 

(医師が診察してから抜くかどうかを決めます) 

 

・ステロイドを時間毎に点滴の中に入れます 

 

・お薬を飲みます 

・熱が高い時は解熱剤を使用することもあります 

 

 

    

・吸入 １日３～４回行います 

  発作時にも医師の指示により行います 

 

・点滴をしている部分のテープやガーゼの

交換を毎日します 

    

 

・点滴を抜きます 

(状態により、予定より早く点滴が抜ける 

場合があります) 

安静度 
・点滴をしている間、トイレ以外はベッドの上でも静かにして

いてください(図書室の本はご自由にお読みください) 

    ・医師の許可があればプレールームで遊べます 

食事 

・下痢・嘔吐がなければ食事の制限はありませんが、 

消化のよいものにしましょう 

・アレルギーのある方は入院時にお伝えください 

     

清潔 

 ・看護師が身体を拭きます     

・点滴が抜けて医師の許可があれば入浴できます 

観察 

・体温・呼吸・脈拍を測ります 

(６時・１０時・１４時・１８時) 

     

その他 

・入院診療計画書をお渡ししますので、署名の上お出しくださ

い 

・薬剤師による薬の説明があります    ・退院療養計画書をお渡ししますので 

署名の上お出しください 

・看護師が退院後の生活について説明をします 

説明者       

※状態に応じて予定が変わることもあります。何か質問があれば看護師にお聞きください。 

 主治医(             ) 担当看護師(             ) 

 

子ども医療受給者証の提示 あり なし 

負担額 2割 ※1 受給者証に記載された 

自己負担額 

約  ７０，０００円 

負担額 3割 ※2 約 １００，０００円 

   ※1 未就学児（０歳～小学校入学前） ※2 就学児（小学１年生～高校３年生） 

入院費は概算ですので診療内容・病状等により異なる場合があります。2022.4.21☆ 



 

 

【退院後の生活について】 

・次回受診日は、  月   日です。 

・飲み薬は指示通り続けてください。医師の指示があるまでは中止しないでください。また、他の病院を受診する時は、本院のお薬を飲んでいる事をお伝えください。 

・人ごみを避け、うがい、手洗いをしましょう。 

・保育園(学校)は、医師の指示に従ってください。 

・その他 不明な点がありましたらご連絡ください。            福井赤十字病院  ＴＥＬ(０７７６)３６－３６３０ 

 

【発作時の対処法】喘息の発作が起きたときには、発作の程度を見極めて、あわてずに対処することが大切です!! 

 

★軽い「ヒューヒュー」がある 

★呼吸があまり苦しくない 

★普通に話ができる 

★眠れる 

★普通に食事ができる 

 

★まずは安静にし、楽な姿勢で休ませる 

★もらっている発作止めの薬を使う 

★薬がない場合、少し様子を見てもよいが、発作が強くなるようなら病院に連絡して指示を受ける 

★水を飲ませ、痰を出しやすくする 

★腹式呼吸をさせる 

★よく寝ているときは、そのまま様子を見てもよい 

★強い「ヒューヒュー」がある 

★呼吸が苦しい 

★よく眠れない 

★食欲が落ちる 

★話すのが難しくなる 

★まず、もらっている発作止めの薬を使う 

★薬がない場合は病院に連絡をして指示を受ける 

★楽な姿勢をとって休ませる 

★水を飲ませ、痰をだしやすくする 

★腹式呼吸をさせる 

★１５～３０分たってもよくならないときはすぐに病院に連絡して指示を受ける 

★動けなくなる 

★呼吸音が弱くなる 

★顔や唇の色が悪くなる 

★苦しくて横になれない 

★会話ができなくなる 

★もらっている発作止めの薬をすぐに使い、ただちに病院に行く(歩かせず、抱っこしたり、おぶたっりして車に乗せる) 

 

★★大発作は緊急事態です！！ 

  一刻も早く医師に診せるのが大切です 

 

発
作
が
お
き
た
！ 

小発作 

中発作 

大発作 

症状 対処の仕方 

発
作
が
お
き
た
！ 

 

 

  


